
「思想・信教の自由を守る日」集会に参加して               2025．2．13．        

2 月 11 日は「建国記念の日」で、国民の祝日で、建国をしのび、国を愛する心を養う日とさ

れているようです。私が生まれた頃、つまり、戦前、戦中に、この日は「紀元節」と呼ばれて

いました。その頃、祝日（正月など）と祭日があり、これらの日は全て天皇に関する皇室関係

の行事の日であり、神道一色でした。日本では紀元を、日本書紀が記す神武天皇即位（紀元前

660 年に当たる）の年とするよう、1872 年（明治 5年）に定め、「紀元節」を設定しました。 

1945 年、「大日本帝国」は滅亡し、我が国の名称は「日本」（にほん／にっぽん／ジャパン）

となり、1946 年、新たに、日本国憲法が公布されました。紀元節はなくなりましたが、天皇制

は残り、祝日も名称が変わって残されたものが殆どでした。皇紀は数えられなくなりましたが、

和暦として、天皇即位に関係する元号がそのまま年の名称として用いられ、現在に至っていま

す。1966 年に、2月 11 日が「建国記念の日」として祝日となり、翌年から適用されています。

建国を神武天皇と結びつける神話に基づく祝日が復活したのです。 

紀元節が誕生して以来、天皇制による国家神道の強制により、どれだけの人々の思想、信仰

の自由が制限され、どれだけの生命が奪われたでしょうか。私の所属する日本キリスト教団で

は 1960 年代から「建国記念の日」に反対する意思を表して、この日を「信教の自由を守る日」

として定め、教会の暦には関係がありませんが、この日を大事に考えています。 

 

2025 年のこの日に、神奈川教区では「分断・忘却を超えて、ともに

生きる」という題で憲法学者である恵泉女学院大学教授の斎藤小百合

氏（左）の講演が、紅葉坂教会でありましたので、参加しました。 

2024年に日本原水爆被爆者団体協議会がノーベル平和賞を受賞した

ものの、日本の政府は被爆者への関心をあまり払って来なかった、むし

ろ被爆者は沈黙するよう強いられ、補償や償いが疎かであることを指

摘されました。これはフクシマの原発事故被害者に対しても同様なこ

とが言えるのではないでしょうか。問題を提起することにも消極的 

です。また、意見の対立があれば、敵・味方に分断され、対立が生まれますが、私、私たちはど

こに立つのでしょうか。弱者として分断された人々は見知らぬ人でしょうか。自己責任論が主張

されています。匿名性が高くなり、その中で誹謗中傷することが流行っています。勝者は弱者を

周縁化します。勝者も弱者も、対立したもの同士も、憲法のもとに、公共性のなかで平等に尊重

されるべきなのです。かつて治安維持法のもとにどんなことがあったか、忘れてはならない。憲

法を考えるとはどんな社会にしたいかを考えることであるとまとめられました。そして、マタイ

による福音書 5章 43節からの聖書の言葉をモジッて言われました。 

『隣人（血族・同胞、同じ言語を話し、同じ信仰を持つ者）を愛し、敵(異なる者)を憎め』と命

じられている。しかし、わたし（憲法）は言っておく。敵を愛し（異なる者を受け入れ）、自分

を迫害する者のために祈り（異なるものと共に生きる道を探り）なさい。あなたがたの天の父の

子となる（すべての人が個人として尊重され、共に生きる）ためである。父は悪人にも善人にも

太陽を昇らせ、正しい者にも正しくない者にも雨を降らせてくださる（憲法はすべての人に公平

であり、すべての人が共に生きる方向性を示している）からである。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E5%9B%BD%E8%A8%98%E5%BF%B5%E3%81%AE%E6%97%A5

